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一デ3ケンズの人物描写について一

石 井 勇＊

Micawber''s Speech

一〇n Dickens's Character-Drawing一一

ISAMU ISHII

Abstract

Dick…'・c・mic ch・・a・ters・・ea・1y・11・f th・m， have th・i・・w・w・y・f・p・aki・g. . M・. . 

Micawb・・(D副4 C・PPerfi・ld)1ikes a p・mp・・s speech;b・・id・・h・h・・aw・nd。，f。1。pi、t。1。，y

power・which serves to. maintain his¢更sh abby-genteer'apPearance.  When writing a letter or

・di・・y i・g・n・・al・・ne t・nd・t・d・・crib・・n・'・mi・d i・its se・i・u・a・p・・t・一t・nd・t。 exp。、e

  ジ           ロ                                                               コ

one s own lmer struggle. As for Mr. Micawber，however，it is not the case. To be sure」he seems

to have・・m・inner st・ug91・， b・t th㎡・・i曲・deep P・y・h・1・gy。， high id。。1。gy，。、h。6、ee。

i・R・・k・li・ik・v'・(D・・t・・v・ki・C伽…〃励・伽・・')mi。d.  Mi、awber・，w。，d、 a，e t。。 b。mb。，ti。

to exp「ess hi・i・・id・i・d・t・il.  Can w・・ay th・w・it・・(Di・k…)h・・f・i1・d i。 hi， att。mpt P

N・・Th・・ugh hi・p・mp・us sty1・， Mi・awber seem・t・t・・n hi、 p。v。，ty。。とig。。mity i。t。'

something magnificient.  As he meets with difficulties， he seems to become aU the more alive

and a・tive・Ithi・k thi・i・beca・・e th・w・it・・h・・end・w・d him with a creati。，1i。g。i、ti。

P・wer・・nd th・t h・・e li・・at・ihmph・f Di・k・n…sty1・. 

''''…1 am， however， delighted to add

that 1 have now an immediate pros-

pect of something turning up.  …''

「…しかし，申し添えるのもうれしいこと

ですが，もう直ぐにも，何かうまく行ぎそ

うなのでして…」

 E. M. フォースターは， AsPects of the Novels

(1927)の中で，小説の中の人物を，扁平人物(flat

characters)と円球人物(round characters)に分

け，「ある単一の観傘なり性質なりを申心にして構成さ

れている人物」を前者，「二つ以土の要素がある人物」

を後者とし，扁平人物の代表例として，''el never will

desert Mr. Micawber''(ミコ・一バーを決して見すては

しません. )という言葉を口ぐせにしているミコーパー

夫人をあげている1)，

ce
p語教室

 これら二つの型の人物において，いつれが創作的価値

があるか，一概に論じ尽せるものではないが，ディケン

ズの小説の世界を観察する時，この平面的人物も(呼称

はいかにも浅薄という印象を与えるけれども)価値ある

創作品だと思うのである. もし，この種の人物に芸術的

価値なしとすれば，ディケンズの小説の大半，特に

David' CoPPerfieZd(1849)頃までの彼の小説は，その

存在意義が薄れるのではあるまいか. 

 ディケンズは，スケッチから小説へ入ったので，その

人物は，いかにも一一筆画きの戯画を思わせるけれども，

典形的な人物同士の出会いによってくりひろげられるド

ラマは，. 単なる茶番劇以上のe見せ場'を作り出してい

るように思う. 月刊雑誌での連載どいう，・発表上の条件

を考えれば，毎月，愛読者向けの'見せ場'を用意して

おくことは必要であったろうが2)，そのような外部的条

件を超えて，不朽の人物逮を創り上げたということは，

勿論作者の才能によるが，平面的な人物にも，不朽の

要素が存し得るということを，E.  M. ブォ. 一スターの
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試論に先立って実証したと. 5. ，Yiえよう. 

 Z)avid Coρ餌げ観4におt'〉:て，ろ:卜一リーφ面からtt t

言えば，ミコーバー氏の占める位置はあまり重要なもの

ではない. 同じ脇役でも，ペゴッティー一家，. . スディプ'，1，・

フォース，マードストソ兄妹，トロットウッド，アグネ

ス，等は主犬公コパーブイPtルドの言動にかなり強い影

響を与えるだけの要因をそなえている. ミ・一バーの役

割と言えば，コパーフィールドに下宿を提供し't'ポンチ

酒でもてなし，時々処世訓を垂れ，手紙によって自分の

1舞瀬欝欝無徳'
が，同じことにいつまでもくよくよしない変身の妙技，

£懸論議岬r騨ρ辞書卿
 小論は，・こ'のミセ」3ぐ幽どびう人物像を，特に彼の言・

二つかいの面がら考察して見るご'. 同時に，他の人物との1

関係〆またジ1小説どしての総合的見地から眺あ『る時，ビ』

曼偏平人物''とはどんな意味を持つものか，ディゲンズF

輪坐1講論1驚∵:1幅

交ほ;市川又彦氏(岩波文庫)を参照しナご・-

 初登場. ttt
  ・・砦stoutishi. ， middle-aged person， i血・a，. . 》I

 bro煎h・・shrtoセt and black・tights'and・shoesヂ∴

 with no more， hair' upon' his head ・(which r'''

 ，. was一 a la'rge one，・:and very shining) than '

  there‘is'upon an:d egg， and with h 'very

 extensiyeface一・・， (chap.  11， p. .  M5) 

  肥り気昧のi中年の人で，・茶色の外套とヂ黒い・タイ'

 ・ツを着て;靴をはいてジ頭(それは大きぐて，ひど

  く;'でらてらしていた〉には，卵同様に，. 髪の毛が・

  なくe't非常に，・盤広な顔を. していて…. 

  仕事は「沢山め，種々雑多な商店の注丈取りめような

 ものであるが，そめ仕事かちの収入はほとんど無いよう

勇

 だった」(ibid， p. 148)と主人公は見ている. 家庭は，

  「私は決して，ミ急一バーを見捨てません」と口ぐせに

 言う，おかみさんと，幾人かの子供をかかえているが，

一、家計は絶えず火の車，処世訓は，

   e''MY advice is， never do to-morrow what

   you can δo today.  Procrastination is the

   thiβ∫of.  time.  Collar him！''(chap. 12・P・

   163)

謙譲鑓三賠騨講爵熱

   このような忠言は，彼が絶えず口にし，気にかけてい

  1難題麟離認識1雛
  ∵耳a》・. 血・tr aS. ・rダbeeρr・ゆ・i・r・、、 a塾d. that

  . y⑳働ゆa・r. 1・ρ1e diffi・⑩i・「勘e一

  :噛1価嬉⑩1⑳・f，ち脚・dρ・岬・ゆ'n
   :も he air6ch6n‘of the City Road-in-shoft，''

鰭r欝叫｝ll鴇轟£1

    「お見受けしたところ」ミ「'爵バーさんはいらアこ. 

    「あなたのこの首都への御舜歴減まぎ，さほど，

   広くもなさそうですし・シ西「・・づ前廊・

   近飛バビロシの秘密を探ちのは，多少，. . むずがしび'

   ことと存じますので一つまり」ミューバーさんはジ

   またも，打ち解けて，，いっπ，. 「迷子におなりにな

   るかもしれませんので漏」

   ロ，ンド￥Xのζとを:IMoqe1n.  Baby｝on''と恥うのも・・'

  '大げさであるが㌶マin shgr郵とし｝ラ言葉の前後での，・、

  凝つね言い. まわレと，【簡単な言いまわレの塑りかえ力駐

  月される. . :''in sha・t'1は彼の愛用語璃る1・・、・. '・・r・

                  ヒ ノ           コド  ヒ       ロ

   …・・hi・i・ifideed・mee・i・9 W. hi・h ir℃a1・撃一

   1。t。d t。 imp・ess th・mind With≧・6血・e・C

   the instability and uncertainty of'・all huMan
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一in short， it is a most extraordinary

meeting. '' (chap.  17， p.  239)

「これは実に，人間すべてのことは，不安，不定と

の感を心に懐かせるように仕組まれた出会いですな

一つまり，これは全く思いもかけない出会いです. 」

'''' cThe twins no longer derive their suste-

nance from Nature's founts一一in short， ''

said Mr.  Micawber， in one of his burst of

confidence， ''they are weaned. …''(ibid， p. 241)

r…二た児はもう，自然の泉からは栄養を取ってお

りません，一. 一一一つまり. 1ミコーバーさんは例の急に

打ちとけた風になって，いった，「あれらも，乳を. 

離れたんでしてね…」

 口を開けば直ぐにも，身についた紳士気どりが，もっ

たいぶった，または，書簡的な言いまわしを，半ば，無

意識のうちに発し，途中で，意識的に［語的表現に切り

かえる時の，ばつのわるさを，e''in short''でカ・ミーし，

「一つまり」と，ひといき入れることによって，逆に，

紳士の面目を保とうとする意図がうかがえる. 

 さて，いかにミコ・一一・7〈・・一が紳士気どりでいようとも，

現実は，容しゃなく彼におそいかかる. 借金支払不能に

より，投獄されるという，紳士にとって最も屈辱的な破

局が待ちかまえている. ただ，内心への衝激があるにも

かかわらず，人前に悲惨な姿はさらすまいという，平面

的な人物にしては，・・見，心の複雑さを持っているかの

ように見える. もしも，ここで，ミコーノミーが，己れの

不幸のよってき'たる所を反省しはじめると，その瞬間か

ら，彼の心は時間を横軸にして，振幅を広げて行くであ

ろう. 時間と共に心がdevelopeする人物は，先のフ

ォースターの分類によるee円球人物''であるが，きコe一一

バーは，J'''」みにこの危機をすりぬける. そのためには，

彼にどのような言動が残されているのであろうか. 

 彼は涙を流す. しかし，紳士の体面を保つ，否，保と

うと一生懸命努力するのである. 

'''

撃?is my fate''， said Mr.  Micawber，

unfeignedly sobbing， but doing even that，

with a shadow of the old expression of

doing something genteel ; …

…until he put up his pocket-handkerchief，

pulled up his shirt-collar， and to delude any

person in the neighborhood who might have

been observing bini， hummed a tune with

his hat very much on one side (chap.  . 49，

P.  660) ' ・t z，f . ， . .  '.  . 一 ， ・'' : ，i

「これも私の齢です」と・、コが7さん馬・・酔

らしくしく泣いて言ったが，そうしながらも何か

上品なことをするという. 風のあの身についた表情脅

かすかに浮かべて，…

…彼はとうとうハ著カチをしまい，シャツσ～綴を喜

て，誰でも近くにいて，自分の様子を見ていたよう

な人にそれと気づかれないように，帽子をうんと一一

方に傾けて，鼻歌を口ずさんだ. 」

 たしかにピエロの図である. しかし，立派に，紳士で

あり通せたではないか. この時，作者の筆づかいは，冷

静そのものである. きわどい所で，ミコー・〈・一を扁平人

物の世界にさしとどめ，くるりと:身をひるがえさせてい

る. 「人物がよく訓練:されている3)」のである. 

 危機はなん度もやって来る. それは，彼にとっての経

済上の危機であると同時に，扁平人物が，円球人物に変

るか否かの危機をも意味する. 

 : 2R ''フィi一・一ルドを迎えて，ミコーパーは，得意のポ

ンチ酒作りに腕をふるい，愉快な晩さんを持った. コ丞

一フィールドは，最後の瞬間まで，「彼ほど心から陽気

になった人を見たことがない」と思いつつ，ミコーバー

家を辞して15分のち，次のような手紙を受け取る. 

 ttThe die is cast-all is over.  Hiding the

ravages of care with a sickiy mask of mirth，

1 have not informed you this evening， that

there is no hope of remittance' ！ Under these

circumstances， alike humiliating to endure，

humiliating to contemplate， and humiliating

to relate， 1 have discharged the pecuniary

liability contracted at this establishment，

by giving a note of hand， made payable

fourteen days after date， at' 高?residence，

Pentonville， London.  When it becbmes due，

it will not be taken up.  The result is

destruction.  The bolt is impending， and

the trce must fall

 ｛''This is the last communication， my dear

Copperfield， you will ever receive

   喫喫From

    叱喫The

     ttBeggared Outcast，

      ｛''WILKINS MICAWBER''.  (chap. 

               57， pp.  246-7)
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 さい
『骸子は投げられました一一万事休しました. 不快

なる歓喜の仮面で荒されたる〆労苦の跡を隠して，

送金の望みなぎことを，今宥は;あなたにお知らせし

まぜんでした. 忍ぶも恥∫思うも恥，'語るも等しく

恥というような，こういう事情の下にあって;私は

振り出しの日より14日にて;ロンドンのペントンヴ

ィ∴ルの私の宅において;支払い約束手形を交付し

て，当家で生じた負債を果しました. 期日になって

もそれは応じられますまい. その結果は，破滅です. 

稲妻は来らんとして，. 樹は倒れずにはおりませぬ. 

 これが，親しきコパーフィールドよ，あなたへの

最後の手紙であります. 

          浮浪人

           ウィルキンズ●ミコーバー

            より』

 「これが最後の手紙」と書いているが，実は，これが

最初の手紙であ一る. ヒープの罪条を暴露する文章(52

章)，及び63章にあるオーストラリアで新聞に投稿した

ものも含めれば，t(Wilkins Micawber''署名入りの書

簡は8通ある. 即ち，一17章，28章，36章，49章(2通)，

52章，54章，，63章であるが，要するに彼はいつも「これ

が最後の手紙」の覚悟で書いているのであろう. 

 手紙でも，会話におけるいつもの気どった言いまわし

を連想させるけれども，'t in short''という，文章の洗

れを中断する言葉は挿入されることはなく，絡調を持っ

た，美文となっている. だから，惨めな状況を伝えなが

らも，その形式的な文脈の申で，かえって，自分の悲惨

さを美化し，崇高なものに変えている. これは，ミコー

バーの持》≧不払議な力である。…

 L耳. ，Millerは，ごデ:イケンズの喜劇的人物. (ミラー

は，. flat charac斡rsという冒』葉は使わないで， comc

eccentriCSと称し、している)に関して1;1，かなり、点が

からく， 「なか昧が無く，薄っ尽らで，situatiopによ

って壊わされるか，無意味な茶番になり切るかぞさもな

ければ，Captain Cuttleのようにcomic gT，otesgue

であることをやめて，seriousな人物になる」ときめ

つけている. . 「し:汐・し」とミラーは続けて言う「ミコー

バーは自分の役のstrategyを最大限に活用:すること

によって，どちらの道にも落ち込むことがない…自分の

直面した事態を完全に崇高なものに変えて，うまくそれ

をそらすことができる. ，……このよ. うな絶えざる，現実

に対する精神的超越が一つの特定の形をとっている，即
            ザ
ち，言語による超越である. …現実を1inguistically

勇

にうまくかわしている4)」と. 

 ミコーバーが，厳しい現実をかわすのは言葉によるば

かりではない. 得意のしぐさ，f帽子を一方に傾けて，

鼻歌をうたう」 (p. 149，p. 660， etc)による所大で

ある. 言葉，特に書簡による言葉は，ミコーバーにとっ

て，単に現実をそらする為の手段とはちがった意殊を持

っているようである. 

 更The die is cast・一一all is over''という言葉は，彼

の，それから後の言動に対して;意殊深長である. 既に

述べたように，ミコ一一？〈一自身が言う最後の手紙は，結

果的には最初の手紙であり，彼にとって全てはこれから

始まることとなる，いわば，社会への挑戦状の冒頭が，
''''

≠撃?is over''なのである. 武器は言葉，特に書簡によ

る言葉である. 美文調の書簡に表わされるミコーバ一門

ぐ曼文は人なり''というから)は，われわれの視覚的記

憶にあるミコーバーと，二重写しになって，その｛C紳士

像''は完成されて行く、従って，彼の文章力は，ミラー

の言うように現実をかわすという，やや消極的手段とし

てでなく，もっと，積極的な，現実と対決する手段とし

て，- ﾞに与えられているものと思われる. 

 ミコーバーの手紙で一番長いものは，第6番目(52章)

の，ヒープのたくらみをあばくために用意された原稿で

ある. ;先に触れたように，これは，厳密に言えば，手紙

ではないがp t〈Dear Miss Trotwood and gentlemen

一'' ﾅ始まり，例によって，形式ばった署名で終ってい

るので，手紙の一つと見なしてさしつかえないと思う. 

 これまでの暗雲を一度にはねとばすために，ミコーバ

ーの書簡能力を最大限に発揮:させるために設けられたの

が，52章(私は爆発に参与する)である. それまでは，

ペンをとれば，. :身にせまった危機ばかり書かなければな

らなかったミコーパー. 誇るべき文章力も，己れの貧乏

を相手に訴え，せいぜいそれを崇高なものに見せること

にしか向けられなかったが，今や，蛇のように卑劣な

一男，.  ''Cl'M'umblel'(「手前は身分が低いもので」)と，

口ぐせの様に言いながらも，蔭では，自分を巧みにだし

ぬき，また交書を偽造して，雇用主，ウィクフィールド

を破産させ，その娘アゲネスに手を出そうとしている

，男，ヒープを徹底的に，たたきのめすために得意の筆力

を用いるのである. 

 その前に，文章によらない時のミコーバーが，いかet

無力であるかを実証するような場面が訪れる. これは，

あとの，文章による場合の彼と比較するのに，恰好の材

料を提供してくれたことになる. 

 場所は，トロットウッドの家，コノ零一フd '一ルドう、iト

ロヅトウッド，ディック，トラドルズなどが居る. 
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''t

?will lead this life no longer.  1 am a

wretched being，cut off from every thing that

makes life tolerable. 1 have been under a

Taboo in that infernal scoundrel's service

Give me back my wife， give me back my

family， substitute Micawber for the petty

wretch who walks about in the boots at

present on my feet， and call upon me to

swallow a sword to-morrow， and 1' ll clo it. 

With an appetite！'' (chap.  49， p.  663)

「私はこれ以上この生活を続けて行きはしません. 

私は一生を相当楽しいものにするようなものから，'

いずれも，絶ち切られた，惨めな人間なのですから

ね. あの極悪非道な悪者に使われていて，禁制の憂

目にあっていたのです. 妻を返して下さい. 家族を

返して下さい. 私の足に現在靴をはいて歩き廻って

いる，あの小さい，情けない奴をやめて，このミコ

ーパーに代えて下さい. そして明日にも刀を呑むよ

うにと，私に要求して下さい. すれば，おいしく頂

戴いたしますからね. 」

 これは激しい語調である. 内にくすぶっていたものを

思いきり発散させようとしている. 爆発寸前の感情が，

急速:調の:文章のリズムに乗り，いっきに流れ出ている. 

 ところが，

''t

?II put my hand in no man's hand， ''''''''

〈''

浮獅狽奄?1 have-blown to fragments-the-a-

detestable-serpent-Heep ！ 1' 11 partake of no

one's hospitality， until 1 have-a-movecl

Mount Vesuvius-to eruption-on-a-the

abandoned rascal-Heep ！ ・・一…1-a-1' 11 know

nobody-and-a-say nothing-and-a-live

nowhere-untit have crushed-to-a-und. is-

coverable atoms-the-transcendent and

immortal hypocrite and perjurer-Heep r ''

(ibid， pp.  663-4)

「私はもう自分の手を誰の手の中にも置くことはし

ません」……「私は一あの一その一厭な一心を一ヒ

ープを一こなごなに吹きとばして一やるまでは！一

私は誰の款待にも与りまぜん. あの恥知らずの悪党

一一 qープめ一そのう一上に一ヴェスヴィアス山を一・

そのう一爆発させてやるまでは！……私は一そのう

一誰ともつきあいません一それから一そのう一何も

申しません一それから一そのう一どこにも住みませ

ん一あの一人間離れのした一不朽の偽善者で偽証者

一ヒt一一一プをこっぱ微塵に打ち破ってしまうまでは！」

 激昂のあまり，センテンスは寸断される. 何をどなっ

ているかわからない. 敵，ヒープの名前ばかり大声で叫

んでいるようなものである. こうなっては仕方がない. 

攻撃目標のヒープが居合せなくても，これだけ興奮して

しまうのである. 相手を眼前に据えての体温''では，

言葉はもっと，ひどく断絶してしまうのではあるまい

か. 対策としては，書きものにして，これを朗読する以

外に手はない. 

 場所は変って，ヒープの事務所，周囲には，前と大体

同じ人達と，ヒープ親子が居る. ミコーバーは，用意し

ておいた手紙を取り出して読み始める. 

''C

@''Dear Miss Trotwood and gentlemen一一…In

appearing before you to denounce probably

the most consummate Viliain that has ever

existed， ''' (chap.  52， p.  699)

「『トロットウット嬢並に紳士諸君一…従来この世

にありしうちでは，恐らく何とも申し分な1ぎ悪漢を

弾劾せんがために，みなさんの前へ現われるに当っ

て』」

 手紙から目をはなさず，ヒープに簿記捧をつきつけて

読み続ける. 

tc@tl ask no consideration for myself.  The

victim， from my cradle， of pecuniary liabil-

ities to which 1 have been unable to respond，

1 have ever been the sport and toy of de-

basing circumstances.  lgnominy， Want，

Despair， and Madness， have， collectively or

separately， been the attendants of my

career. ''' (ibid)

「『小生は自分のために御考慮を願うのではありま

せん. 幼少の頃からこれに応ずることの適わなかっ

た，債務の儀牲者である小生は，これまで卑しい境

遇の玩び物となってきたのであります。屈辱と，欠

乏と，絶望と，狂気とは，寄せ集まってか，或いは

個々別々にか，小生の経歴に伴い来たのでありま

す. 』」

 朗読は，力強く，リズミカルである. 自分の経歴は，

境遇の儀牲にあると言いながらも，その語調には，自ら

満足しているようである. 
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t''''

撃?an accumulation of lgnominy， Want，

Despair， and Madness， 1 entered the office

-or， as our lively neighbour the Gaul would

term it， the Bureau一一一〇f the Firm， nominally

conducted under the appellation of Wickfield

and-Heep， but， in reality， wielded by一'

Heep alone.  Heep， and Qnly Heep， is the

mainspring of that machine.  Heep， and only

Heep， is the Forger and the Cheat.  '''(ibid)

「『屈辱と，欠乏と，絶望と，狂気が積み重なった

ので，，小生はかの事務所，一或いは，われわれの

生気ある隣入ゴ''・一・ル人のいわゆる事務局一名義

上はウィックフィ ・一ルド並びに一ビーズという名

称の下に経営されていますが，実際は，ヒープ独り

に支配されている組合の事務所へ入ったのでありま

す. ヒープ，しかも，ヒープだけがその機関の主脳

なのであります. ヒープ，しかも，ヒープだけが偽

造者であり，詐偽師なのであります. 』」

 長音''''Heep''にしても，49章の，原稿なしの場合の

ヒステリックな叫びとはちがって，ひとつのリズムの中

に取り込まれた強音として生かされ，利用されている. 

休止をとるダッシュ記号も，前の場合は単に文章の流れ

を止めミコーバーの心のあせりともがきを表明していた

ものがここでは，次に来る長音''CHeep''に強勢を置く

ための一呼吸なのである. 最後の二つのセンテンスは同

じリズムのくり返しで，歌う如くである. コパーフィー

ルドの言う様に「まるで議会の法会でも読むように」調

子づいている. 「第一……………，第ニ……………，第

三……………，と箇条書きにした罪条を，つぎつぎに読

み上げる. この朗読の場面は，テキス. トの約7頁を占め

る. (pp. 699-705). 

 以上，ミコ・一バーという人物を，その言葉づかいの面

から考察してき'た. 作品を読み終って，読者の印象に残

るミコーバー像は，その楽天的人生観と，紳士気どり

と，大言壮語という材料で作り上げられるのであるが，

注目すべき点は，彼はあくまでも場面の中に存在するの

だということ，または，他の人物との関係においてリア

ルであるということである. なるほど，突如として現わ

れ，風の如く消えて行く所は，自己以外の人物には無関

係であり，孤独であるとも言えるが，外界との接触によ

り，飛び散る火花の中にこそ，ミコ門バー像は，鮮明に

浮かび上るのである. 

 確かに，得意の手紙を書いている最中(このような場面

は一度もでてこないが)の彼を想像することはできる. 

勇

この時は，周囲の人々は彼の視界に入ってこないであろ

う，従って，その時の彼の心の動きを描出するならば，

手記や，日記の体裁になる筈である. 自己を観照する文

章になる. その様な世界を綴るのに，今まで見てきたミ

コー・ミー流の文章は通用しない. 言いかえればそのよう

な自己反省的世界に，ミコーバーは住めないのである. ・

 心の発展の跡をたどらない文章や言葉を，他の人物

が，読み，聴きしても，その人物の心を発展させはしな

い，彼等は自由にしゃべり，自由に動き'廻る，他人の言

葉によって自分の固定観念を変えさせられることなく. 

確かに，ヒーtプ親子は，ミコーパーの言葉によって衝激

を受けた. が，ヒープの更Tm，umbie''の連発は止ん

だわけではない. これが扁平人物の特徴である. フォー

スターが，''eccentric''とも，''cgrotesque''とも呼ば

'ず，CCflat''という形容で区別したのは，ディケンズの

小説に関する限り，有意義である. 

 ''〈flat''な人物はおしゃべりとは限らない. ミコーバ

ーと対照的に，寡黙な運送屋・ミ・キスは，魂呼の才も全

くなく，ペゴッティへ宛てる恋文さえ，コ2〈 一フィ・一ル

ドの書く手紙の末尾に便乗して，唯ひとこと，「バー

キスは気がある」(Barkis is willin')と代筆してもら

う. (chap. 5， p. 60)彼は. 意申のペゴッティと結婚

するが，最後に息を引きとる直前でさえ，''''Barkis is

wi通n'''とかすかにいう(chap. 30， P. 415). ま

た，ガミッジのおかみさんがおきまりの， '''Iama

lone lorn creetur''をいう時，入に話しかけていると

・いうよりジ独り歌っているという感じである. 

 各入物は，強烈な個性をさづけられていて，それは，

自分だけの世界であり，他との接触によって，精神的に

変化発展することはない. しゃべる言葉は独白とも言え

よう. それにもかかわらず，自分一人では存在し得ず，

他との接触において，生気を帯び，ますます，みがき'を

かけられて行くという，一見，矛盾した群像の描き出す

世界，これがディケンズの世界の特微だとも言えよう. 

このような群像の住む世界で，たがいの会話はどのよう

になされるか. G.  H.  Fordの説明は簡単にして，急

所をついていると思う. 

 Dickens's characters do not seem to be

 talking to each other， but at each other5). 

 (イタリックは原文)

 talking toeach otherと言えば，発言された言葉は，

相互の主体性に浸透して行くのに対して，talking at…

と言えば，たがいに，自己に忠実な発言を相手に向って

くり返すばかりで，そこに，ドラVティックなやりとり

はあっても，相手を考えさせ，相手によって考えさせら
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 れるだけの，心の柔軟性や，思考が根を下す厚味はない

 のである. 個と個の衝突によっていかに激しく火花を散

 らそうとも，相手の主体性に切り込む余地はないのであ
                           
 る. 従って，贈りにtalking to each otherを対話，
                   
 talking at each otherを会話，として区別をつける

 ならば，会話こそディケンズの小説の構造に見のがすこ

 とのでぎない要素であると思う. 少くとも1)avid

 CoPPerfieldにおいてはそれが言える6). 

  先に触れたtcflat 'characters''と｛tround char-

 acters''という区別をもう一度ここで借弄するならば，
＼

 前者は会話を，後者は対話をする人物であるということ

 になる

  David CoPPerfieldの中に内省的生活を経験する人

 物がいないわけではない. 

In the beginning of the change that gradually

worked in me， when I tried to get a better

understanding of myself and be a betterman，

Idid glance， through some indefinite proba-

tion， to a period when I might possibiy

hope to cancel the mistaken pas亡， and to be

so blessed as to marry her. (chap. 58， p. 764)

自分をもっとよく理解して，もっといい人間になろ
 べうした時に，次第に私の心の中に変化が起ってき'た

が，その最初に，私は或る漠然たる期間を通して，

警まれる過去を取り消し，彼女と結婚するほどに恵

まれるように或いはなれるかも知れない，そうした

時機をちらと眼にしたのである. 

 これは，主人公，コパーフィールドの言葉である. 一i

人称で書かれた小説の主人公として，コパーフィ・一ルド

は，あらゆる事件を眺め，聞き，批判する役目がある. 

ミコーパーのように，気ままな登場，退場は許されな

い. また，固定した人生観があるわけでもない. 干る観

念を固定的に貼りつけられるほど，薄っぺらではない. 

心はかなりの奥行き'がある. 外界のできごとは，自分の

心の発展に関与するものとして感取される. 

 彼が自分自身に対する，内面的な省察へと向う時，そ

こに描かれるものは，彼の独白であり，手記であるので

作者としては，或るタイプを自分の外に描き上げる場合

とは勝手がちがう. 劇的な場面の構成はない. このよう

な場合のディケンズには，あまり生彩があるとは思われ

ない. 主人公の内面的告白が長々と続く時は，退屈であ

る. W.  S. モームが，コ・2〈・一一フィールドを「一番面白

くない人物7)」ときめつけているのは，この小説の後半

における彼には，前半の小年コパーブ/ 一一ルドの，無邪

気で，鋭敏な活動が見られなくなった為だと思われる. 

 P. ラボックの「ドストエフスキーが，ラスコリニコ

フを扱ったように，ディケンズも主人公の心をあばき立

て，心の作用を示すこともでき・たろう. しかしながら，

そんなことをするに及ばないのは，主題が本質的に，デ

イヴィドそのものには全くなく，周囲に群がっている多

数の人聞の運命のからみ合いにあるからだ8)」(佐伯彰

一訳)という，「面白くない」主人公に対する弁護論は，

この作品に関する限り，一応肯定できるが，他の小説ど

れをとり上げて見ても，ディケンズのC''ラスコリニコブ''

は登場しない. (Great ExPectations q)ピソプがやや

これに近い. Bleak Houseのサvソンも一入称で出る

が，narratorに過ぎない. )

 ことに，Lavid CoPPerfield頃まで(仮りに中期とし

ておこう)の暁町は，主人公がそのまま作品の題名に

なっているものが多いが，そのうちどの人物について

も，激しい心の葛藤や，または静かな自己観照が作品の

テーマになっているもの(罪と罰'のように)はない

ことが注目される. 

 では， 「心の作用」を描くことはディケンズは不得意

であったと言い切れるか. むレろ，小説における，独自

のディケンズ邸を築くためのテクニクとしては，そのよ

うな人物は妨げとなったと見るべきではあるまいか. 

マーク。タプレイ(Marchin Chuzzleu'it)1よ，チャズ

ルウィトのお伴をしてアメリカへ渡る. ''''There'dbe

some credit in being jolly''力泪ぐせで，苦しい境1

遇になればなるほど，t''jollY''の面目をほど1二す. とこ

ろが，主人のチャズルウィトが「自分は利己的であっ

た」とか，「高慢すぎた」とかの自己反省にふけるのを

見ると，タプレイは失望し，こんなはつではなかったの

にと憤慨する。

''lt's swincile.  1 never entered for this sort

of service.  There'11 be no credit in being

jolly with him ！ '' (chap.  33)

「これでは詐欺だ。俺はこんな仕事に加わr，たので

はない. この人と一緒では陽気でいても面目は立た

ぬ. 」

 このような主人公をもてあますのは，タブしイぽかり

ではなく，読者であり，ひいては作者自身ではあるまい

か9). 

 ミな・一バーへ戻ろう. この人物は，ディケンズが幾通

りにも描き分けたタイプの一つである. タイプの特徴が
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最も端的に現われるのは，個々の人物にさづけられた自

己表現能力によってである. ミコーバーには，特に個性

的な言語能力が与えられていて，その言葉使いに独特の

様式(style)がうかがわれた。寡黙なパーキスの言葉

にも彼のスタイルがある. 

 多様な入物の創造は，多様なスタイル(丈体)の創造

にほかならず，ρ. エルトンの言った如く，「彼(ディ

ケンズ)の人物の最上のものは，スケールの大小にかか

わらず，ペックスニフであれ，ガージャリーであれ，人

物描写の成果というよりは文体の成果である. 彼等は

        り    

しゃべるためにそこにいるのである……10)」(傍点は原

文イタリック). 
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